








































































一連の引用は、二つ目の引用を除き、いずれも「ここにも […] フランスがある」« Il y a aussi la 
France […] » というフレーズと「フランスがある」« C’est la France […] » というフレーズから
始まっている。ペレックは個人が撮影した映像にフランスという共通項を付与している。作家は、
「第二の７月14日について」の冒頭で、土地を超えた類似性を示し、行事の普遍性を強調している。



























































分が現れていただろうということを発見した。」« J’ai découvert que j’aurais pu apparaître sur 



















































作家は、映像ではなく音声の不在に着目している。ここで「押し黙った」« muette » という形







































文である。まず遺物にかかる「埋められ」« enfouis » と「隠れた」« souterrains » に着目してみ
































































































































































「花の色は　うつりにけりな　いたづらにわが身世にふる　ながめせしまに」« la couleur des 
fleurs passa / les fleurs elles-mêmes fanèrent / pendant que vainement / je vivais mon temps / 
en ce monde où tombaient les longues pluies » に続けて文屋康秀の和歌「草も木も色かはれど
もわたつうみの浪の花にぞ秋なかりける」« et l’herbe et l’arbre / changent de couleur mais / 
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